










First-person pronouns with and without wa in response 



































































 本研究では次の二つのコーパスを使っている。(1）2019 年 1 月に公開された『日本語日
常会話コーパス』(CEJC)のモニターデータ。このコーパスには、 126 会話，約 50 時間（平





場面初対面会話 31組を用いた。この二者対話は約 8時間 40分にわたり、会話参加者は、延






















(1) [会話 182_03：58―] 
01 A 地方で(.)働け(h)たら働きたいっていうのもあるんですよね(h).＝ 
02   ＝今：：私：会社が：.hh新宿のほうにありまして， 
03 C [゜はい゜ 
04 A [゜で゜、逆に：あの：(0.5)全国(h)展開してないので：(h)hh． 
05 C あ：じゃま異動とかもない(.)[( )． 
06 A               [そう＝ 
07  (中略)((Aは異動がめったにないことについて説明している．))  
10 (1.0) 
11 A それで：(1.0)ほ(  )ほとんどないん：で，(2.5)(  )だけ：やっぱり(0.5)ゴミ 
12   ゴミして：て，やっぱり，さい‐私：住んでる埼玉のほうとかでも(0.5)なんかオフ 
13     ィスでもあれば，そっちの：そっちでも(h)いいな：っていう気がするんですけれ




18 C                               [あ：川口． 
19 A え： 
 
 A は 01 行目で「東京は人が多い」という先行発話に関連づけ、地方で働きたいという自


































(2) [会話 205_14：26―] 
01 B やっぱり(1)、東京は暑いですね。 
02 S (h)あ：ついですか(h)。 
03 B [うん。 
04 S [hhや、hh福島けっこう雪降りますよね。 
05 B あ、そうです[ね、うん 
06 S       [はい 
07 ふ：：：ん 
08 B ただ夏は福島も(0.5)温度はけっこう[東京と同じくらいになるんですけど＝ 
09 S                 [あ：：うん 
10 B ＝ただ(.)夜は(.)涼しく[なるんで、あっちは. 
11 S           [あ、涼しく、ん：： 
12 S 東京は蒸し[暑い. 
13 B      [そう、ずっとなんか、夜も暑いから[hhhh 
14 S                       [hhhh 








20 S あ，(h)ないんで[すか：(h)ahahaha.h 
21 B               [ hhhhhhh 
22 S え：[：：： 
23 B   [だからもう，かなり(0.7)もう[夜は、窓を開けて， 
24 S                 [あ： 





行目の S の同調と自分の想定にずれがあることを示している。そして、08 行目で再び福島

















話教室の友人である。S は O と N より少し年齢が上である。断片 3 の直前のやり取りでは、
N が S に海外はどこに行ったかと質問し、それに対し、ビジネストリップはシンガポール
くらいしかないけど、遊びで 2 年前にロンドンに行ったと S が応答している。その後、ず
っと雨だったことや、飯が噂の通りまずかったと語っている。それを聞いて、01 行で O が
「実際どうまずかったんですか」と聞いている。 
 
(3) [会話 T001_014 40:06―] 
01 O 実際どうまずかったんすか。    
02 S なんだろう。あの：(1.3)なんか(.)バリエーションがまずない。  




04 N    [((頷いている))    
05 S で(.)あっ(.)ちょっとこれはうまいなと思ったらイタリア料理とか[だった。 
06 O                                 [うふふ  
07  N [＞そうそうそうそうそうそうそうそうそう＜  
08  S [基本現地の料理じゃない。うん    
09  O  [hhhhhhhhhhh 
10  N そうなんすよね。    
11  S うん    
12  N わたしも[(1)四年前?(.)三年前?    
13  S     [味が(.)単調?    
14   うん。 
15  N  行きましたよ。[ロンドン。   
16  S        [お：：：ん。    
17->O あっ、新婚旅行で？    
18->N 新婚旅行ですね。[僕は。    
19  S         [あ：そうなんや。    
20   味が単調:に[すごい感じ[た。    
21  O       [hhhhhh       
22  N             [ね:。    
23 フィッシュポテト食べてないっすけどね:。    
24  S あっ、フィッシュアンドチップス食べた 食べた。    
25  N あ：食べました？ 
 
 まず、注目したい所は、S がロンドンに関する情報を語った後、聞き手である O と N の
受け入れ方である。O はロンドンの飯について質問した者でもあり、S の応答に対して「あ：」
と（03 行目）、S の持たされた情報により自分の知識状態が変化したことを示している。一
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